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大宮ストリートプランツの展開 LP1
担当︓みどり推進課
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埼玉りそな銀行前

[期間]
2025年8月25日〜2026年2月28日まで（約6カ月）

[場所]
（エリアA）
設置鉢数︓80鉢 維持管理者︓中央デパート

（エリアB）
設置鉢数︓20鉢 維持管理者︓埼玉りそな銀行大宮支店

計100鉢

[令和7年度実施のポイント]
①「半常設型（半年間の長期間設置）」の設置/維持管理の運用
②ヒアリング等による定性的評価検証

大宮門街前歩道部

［今年度の検討要素❶］
水やり頻度が少なく
維持管理負担の少ないゾーンの設定

［今年度の検討要素❷］
LINEチャットによる
維持管理コミュニケーション（設置物全体）

［今年度の検討要素❸］
屋根無し・背もたれ等による日陰創出により
移設再設置負担の少ない設置物の運用（設置物全体）



大宮ストリートプランツの展開 LP1
担当︓みどり推進課

ヒアリング等調査

目的

１．利用者アンケート ２．事業者ヒアリング

日常的な利用とイベント時の活用それぞれにおける定性的な評価、あるいは利活用者と維持管理者の双方の定性的評価を踏まえ、
ガイドラインの作成に向けたストリートプランツの効果や課題方策を明らかにする。

調査方法

３．維持管理者ヒアリング

利用性については、緑化滞在空間を利用
した方が利用しやすさの視点で、利用の
用途や目的等が答えられるように現地で
のQRコード設置等によるフォームアン
ケート方式により調査する。

活用性については、大宮門街前を活用す
る事業者の視点で、活用時の気づきや活
動との関係等が答えられるようにサンプ
ル事業者へのヒアリング方式により調査
する。

維持管理に携わる方々の視点で、維持管
理のしやすさ、利用者や活用者に対する
効果や課題対策などについて答えられる
ように、対象者に対するヒアリングを行
う。

ストリートプランツ(緑化滞在空間)の利用性・活用性について定性的な情報を得るため、
ヒアリング調査及びアンケート調査を行い、緑化滞在空間ガイドラインへ反映できる知見を得ることを目的とする
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大宮ストリートプランツの展開
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LP1
担当︓みどり推進課



○見沼田圃グリーンカーボン推進事業
見沼田圃におけるカーボンマイナスの取組み LP3

担当︓見沼田圃政策
推進課

事業の内容

事業の背景・目的
【背景】遊休農地の増加や活用されない公有地が見られ、土地利用の推進が必要

【目的】空気中のＣＯ２を固定化するという「カーボンマイナス」の取組を推進し、地球温暖化対策に貢献する農業を目指す。

CO2吸収能力が高いと言われているモ
リンガを活用した実証実験を公民連
携（埼玉大学、民間企業、さいたま
市）で実施。

（モリンガ：北インド地方原産。食品や薬用にも使
用され、栄養価が高い作物）

・モリンガバイオ炭の作成、特性
検証

・CO2吸収量と成長度合いの関連性
の見える化

（気象データ及び土壌データをリンクした
成長モデル）

実証実験場位置図

見沼区
大宮区

浦和区

【凡例】
●：対象地

緑区

【公有地を活用した炭素貯留農業の実証実験】
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見沼田圃におけるカーボンマイナスの取組み

【公有地を活用した炭素貯留農業の実証実験】

令和６年度の実施内容

キムネクマバチ
（花粉媒介者）

＜結果＞
・ドローンによるモリンガの炭素固定量の推計（植生活性度など）

9月～実施。（試行段階）

・令和６年度のモリンガは４月中旬から５月上旬に播種した場合順調に
成長し、成長のピークは１０月中旬であり、越冬できず枯れてしまった。

・収穫した種の発芽実験をしたが、発芽しなかった。

種は収穫時にしおれていた。
シャーレの中にモリンガの種を入れて水を入れたが発芽しなかった。

・モリンガバイオ炭を試作した。

もみがらくん炭機にもみ殻とモリンガを入れて作成。

・クマバチによる受粉の確認ができた。

モリンガ種子

モリンガバイオ炭

購入した種子 R6年度収穫した種子

成長したモリンガ

モリンガの最大成長期（赤線：10月10日付近）

LP3
担当︓見沼田圃政策

推進課

デンドロメーターによる
計測（最大成長期の特定）

気
温

幹
周

※１月１日を「０」としている） 6



公有地のモリンガ圃場（ドローン撮影）

見沼田圃におけるカーボンマイナスの取組み LP3
担当︓見沼田圃政策

推進課
【公有地を活用した炭素貯留農業の実証実験】

令和７年度の実施内容

土壌採取状況

・ドローンによるモリンガの炭素固定量の推計
（植生活性度・葉面積など）
R6年度の試行結果のデータ分析
R7年度は本格的にドローン測定を実施し、データ分析

・気象と生育の関係調査
R6年度に引き続き継続調査。
日照量や気温等のデータとモリンガの生育の相関性を見る

・最適なバイオ炭の生成方法を検証
R6年度に引き続き実施。
低コストと低CO2を目指した生成方法

形状（チップ状にした場合、モリンガの幹をざっくり切った場合）
乾燥方法（自然エネルギー（太陽、風など）を利用）

・R6年度作成したバイオ炭の炭素量の分析
CN比を調査
※CN比は有機物に含まれる炭素（C）の量を窒素（N）の量で割った値

赤色が濃いところが植生活性度が高い。

モリンガ圃場の植生活性度（ドローン撮影）

モリンガバイオ炭
（チップ状にした場合）

モリンガバイオ炭
（幹をざっくり切った場合）

埼玉大学の環境測定器
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